
 
令和５年度の新入生は 54 名です 

来年度は、内子小（51名）、立川小（２名）、石畳小（１名）の３校から 54

名（男子 28名、女子 26名）の新入生が入学します。 

２月 24日（金）に、入学説明会を行いました。６年生には、授業参観で、１

年生の授業を公開しました。全体説明会では、学校生活の様子や生活のきまり等

を説明した後、部活動見学を行いました。小学校時代とは違い、体も心も大きく

成長した先輩の姿を見て、驚いた人も多かったのではないかと思います。 

また、入学が待ち遠しくなった人も多いのではないかと思います。６年生の皆

さん、保護者さん、４月からよろしくお願いします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
２年生の保護者の皆様へ（修学旅行について） 

２年生が楽しみにしている学校行事の一つである関西方面への修学旅行（４

月 19日～22日）について、先週から準備を始めました。今後、班長や活動班、

部屋割りなどを決定した後、係やタクシー研修のコース等を決めていきます。 

 また、現時点での参加者が、生徒 60名、教職員６名となりましたので、説明

会でお伝えした旅費がすでに変更になっています。最終的には、バス代などを

参加できた人数で精算するようになりますので、お知りおきください。 

詳細は、来年度初めにお知らせし、参観日に集金させていただく予定です。

高額になりますので、計画的な準備方、お願いいたします。 

３年生の部活動への参加について 

私立高校入試（推薦・一般）、県立高校推薦入試、国立高等専門学校一般

入試を終え、３分の１近くの３年生の進路が決定しました。いよいよ来週に

は、多くの生徒が県立高校一般入試に臨みます。中学校生活の最大のテーマ

である進路決定に向け、３年生全員が「全員合格」を目指して頑張ってほし

いと思います。 
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なお、３年生で、高校でも中学校と同じ部活動を続ける強い意志のある生

が１・２年生と一緒に部活動をすることを希望する場合は、生徒及び保護者

の承諾書を提出し、部活動顧問等が可能であると判断した場合のみ、参加を

認めます。希望する場合は、まずは学級担任まで御相談ください。活動期間

は、県立高校入試後から３月 31 日までです。 

なお、進学先が確定した後、高校から連絡があり、希望者を対象に練習が

行われる場合等も、３月 31日までは中学生であることから、無断で参加す

ることがないよう、必ず事前に相談してください。高校での練習に参加し、

けがをしても保険が適用されませんので、十分御注意ください。 

           

卒業式についての重要なお願い 

卒業式については、下記のように実施します。新型コロナウイルス感染拡

大防止のために、例年通りの実施にはなりませんが、より安全で安心して卒

業式が実施できますよう御協力をお願いいたします。 

① 来賓の案内を制限（副町長・教育委員・ＰＴＡ会長・学校運営協議会の

皆さんのみ）します。今年度は、国歌斉唱、校歌斉唱、全校合唱をマスク

着用で、卒業生の記念合唱はマスクなしで行います。 

② 生徒・教職員は、手指の消毒、換気、ソーシャルディスタンスの確保等

の感染防止対策を講じ、必要に応じてマスクを外します。御来賓、保護者

の皆様は、祝辞などを除き、必ずマスクをご利用ください。 

③ 家族の参加は保護者のみとし、両親揃っての参加も可とします。 

また、今年度は健康チェックシートの提出は必要ありません。御家庭で、

検温等の健康チェックをしていただき、発熱等、風邪の症状がある場合は、

参加をお控えください。 

④ 卒業式後の学級活動時の保護者の教室への入室も可とします。卒業生と

学級担任のお別れのセレモニーを是非ご覧ください。 

⑤ 学級活動後は、在校生と教職員が花道を作って、卒業生と保護者の皆さ

んをお見送りさせていただきます。記念写真はその後でお撮りください。 

 

第 3 回学校運営協議会を行いました       
２月 17日に、第３回学校運営協議会を開催しました。学校の取組をお伝

えし、ご承認いただくとともに今後の活動についての御意見を賜りました。

「学校は地域にとっても共有の財産であり、 

学校応援団として、協力していきたい」等 

の、温かい御意見を賜り、大変有難く思い 

ました。 

また、「地域の良さが分かったら、将来 

地域に帰ってくる可能性が高い」ことを考 

え、この協議会では地域の良さをどんどん 

伝えていくことが大切であるとの意見も出されました。委員の皆さんには、

今後も、学校と家庭、地域の架け橋となって、地域の宝である子どもの成長

を支えていただきますよう、よろしくお願いいたします。 


